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2.方法
2.1試料および試薬
布試料には綿カナキン、絹14相当織物、ポリエステルタフタを使用した。
媒染剤は塩化鉄（Ⅲ）、硫化銅（Ⅱ）、硫酸カリウムアルミニウム、塩化チタン（Ⅲ）溶液を用いた。
キトサン加工には試薬のキトサンを用いた。

2.2染料
イタドリは市販されている高知県産のイタドリ茶用の葉の乾燥粉末を用いた。
梅剪定枝は和歌山県より供与を受けた和歌山県果樹試験場うめ研究所の南高梅剪定枝を乾燥、チップ化したものを用いた。

2.3染色方法
イタドリは浴比1：50の蒸留水で30分煮沸抽出したものを染色液として、後媒染、先媒染、同浴媒染にて染色を行った。
梅剪定枝は浴比1：30の蒸留水で30分煮沸抽出したものを染色液とした。染液の高温処理は赤外線加熱式回転ポット染色機を
用いて抽出液を130℃で30分間高温処理をした。高温処理をした抽出液を染色液として染色した。
キトサン処理は1％酢酸水溶液を溶媒として、5g/Lのキトサン溶液を調整した。試料布をキトサン溶液に浸漬し、試験布をユ
ニパックに移し、試験布に同重量のキトサン溶液を均一に付与し、乾燥した。乾燥したキトサン付与布は、浴比１：５０の1％
酢酸水溶液で15分間煮沸処理した。処理後㏗6以上になるまで水洗して乾燥した

3.結果
3.1イタドリの染色結果
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3.2イタドリで染色した絹織物の分光K/S曲線

1.序論
近年、繊維製品のほとんどが合成色素によって染色されている。合成色素は、人間の免疫システムの排除対象になることが

多く、自己免疫疾患につながる確率が高い。一方で、天然染料に含まれる物質は、生体内に存在しているものであるため、人
間の免疫システムも排除対象と認識せずアレルギーを起こす確率が低いと考えられており、人間にとっては天然染料を用いる
染色方法がより安全であると考えられることから、天然染料の利用が見直されている。
さらに近年のサスティナブル志向や地域資源の活用推進などから農産物の廃棄物利用に関心が高まっていることからも、天

然染料を利用する染色技術に関しての新規な研究が求められている。
本研究で注目した梅剪定枝は、梅果実採取用に栽培されている木に対して毎年行われる剪定作業によって多量に排出される

ものである。一方、イタドリは、山菜として自生したものが採取されていたものが、栽培に手間がかからないことから、近年、
休耕地などで栽培されている。ともに天然染料としては詳細な検討例がほとんど無く、これら二つの再生可能資源を天然染料
原料として展開していくことは興味深いと考えた。
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3.4梅剪定枝の染色結果

3.5梅剪定枝で染色した絹織物の分光K/S曲線

3.3イタドリで染色した綿織物の分光K/S曲線

3.6梅剪定枝で染色した綿織物の分光K/S曲線

4.結論
両色素とも絹へ高い染色性を示したことから、絹のアミド基、アミノ基、カルボキシ基、フェノール基が結合に関与している
と考えられる。また、媒染を施すことでさらに染色性が増したり、多様な色味を示したりなどの効果を確認することができた。
染色性の劣った綿にはキトサン加工を施すと染色性の向上がみられた。セルロースの水酸基の水素結合のみでは親和力が低く、
色素と繊維が結びつかなかったことが原因であると考えられる。綿に付与したキトサン加工を施し、アミノ基やアセトアミド基
の色素との相互作用あるいは金属イオンと相互作用を行うことで色素の染着座席を作ることで染色性が向上したと考えられる。
イタドリおよび梅剪定枝は天然染料として未利用資源であったが、媒染の効果や抽出液の高温処理による効果が確認でき、天
然染料として有望であり、再生可能資源としての可能性を示すことができた。

5.課題
マルセル石鹸では洗濯堅ろう度の変退色が著しいことが判明した。中性洗剤による評価と洗濯堅ろう度の向上が課題である。
また、抽出液の高温処理の温度と時間による関係と媒染方法の関係をより詳細に解明していくことが課題である。


